
数字で見る復興進捗状況

188地区

34地区

・防災集団移転促進事業（大臣同意）

・土地区画整理事業（都市計画決定）

38.0%

48.1%

28.8%

岩手県

宮城県

福島県

■復興まちづくり※1

■がれき処理※2

※1復興まちづくり	 11月 30日時点	復興庁発表
※2 がれき処理	 12 月 30日時点	環境省発表
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3 県・58 地区

3県・276 地区

震
災
後
２
年 

復
興
推
進
い
か
に

住
ま
い
の
変
化
に
と
も
な
う

移
行
戦
略
の
始
ま
り

〜
復
興
庁
統
括
官　

岡
本
全
勝
氏
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
〜

　

政
権
交
代
後
、
早
々
に
政

策
総
点
検
の
指
示
が
下
っ
た
。

年
末
年
始
で
現
状
を
洗
い
出
し
、

１
月
29
日
の
復
興
推
進
会
議
で

全
閣
僚
へ
向
け
て
３
つ
の
方
針

を
示
し
た
。
１
つ
は
５
年
間
の

財
源
枠
の
見
直
し
。
19
兆
円
か

ら
25
兆
円
へ
拡
大
し
た
。
事
業

が
進
む
に
つ
れ
見
え
て
き
た
も

の
を
再
度
積
み
上
げ
、
財
源
を

確
保
し
24
年
度
補
正
予
算
お

よ
び
25
年
度
予
算
に
反
映
し
た
。

今
後
も
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
。

　

２
つ
目
は
福
島
県
の
体
制
の

５
年
間
で

 
25
兆
円
の
財
源
確
保

被
災
地
の
モ
デ
ル
を  

  
 

全
国
へ
展
開

見
直
し
。
宮
城
県
、
岩
手
県

は
遅
れ
が
あ
り
な
が
ら
も
、
住

民
合
意
や
計
画
策
定
が
進
み
、

や
る
べ
き
こ
と
が
明
確
に
な
っ

て
き
た
。
一
方
福
島
県
は
難
し

い
課
題
が
ま
だ
残
る
。
復
興

局
・
除
染
対
応
・
区
域
見
直

し
の
体
制
を
一
元
化
し
、
意
思

決
定
の
迅
速
化
を
図
る
。

　

最
後
は
当
面
の
対
策
強
化
。

住
宅
再
建
・
ま
ち
づ
く
り
の
ス

ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
へ
向
け
工
程
表

や
年
度
目
標
を
明
示
す
る
。
ま

た
福
島
に
つ
い
て
は
避
難
者
の

帰
還
加
速
や
仮
の
町
の
補
助
金

等
、
新
た
な
支
援
制
度
も
作
っ

て
対
応
す
る
。
　

　

こ
れ
か
ら
各
地
で
、
復
興

住
宅
等
の
着
工
が
始
ま
り
、

仮
設
か
ら
恒
久
住
宅
へ
住
ま

い
の
移
行
が
始
ま
る
。
普
通

の
生
活
に
戻
っ
た
と
き
に
向
け

て
、
今
や
っ
て
い
る
こ
と
を
ど

の
よ
う
に
引
き
継
い
で
行
く
の

か
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

た
と
え
ば
仮
設
団
地
の
見

守
り
。
恒
久
住
宅
へ
移
っ
た
と

し
て
も
不
要
に
な
る
訳
で
な

く
、
特
に
高
齢
者
の
多
い
沿

岸
地
域
な
ど
で
は
、
今
ま
で

以
上
の
ケ
ア
が
必
要
だ
。
厚

労
省
の
言
う
「
地
域
包
括
ケ

ア
」
と
ど
う
組
み
合
わ
せ
て

い
く
の
か
。
各
自
治
体
や
担

い
手
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
は
、
次
を

見
据
え
た
戦
略
に
着
手
し
て

い
く
こ
と
が
鍵
と
な
る
。

　

今
の
被
災
地
は
、
20
年
後

の
日
本
全
国
の
地
域
の
姿
だ
。

何
で
も
官
が
や
り
ま
す
、
と

い
う
の
で
も
、
自
由
化
を
進

め
市
場
原
理
に
任
せ
る
だ
け

で
も
、
う
ま
く
行
か
な
か
っ
た
。

公
助
・
自
助
・
共
助
が
ど
う

役
割
分
担
し
て
バ
ラ
ン
ス
を

と
っ
て
い
く
の
か
。
被
災
地
で

今
行
っ
て
い
る
こ
と
が
、
次
代

の
地
域
モ
デ
ル
と
な
れ
ば
と

思
う
。

　

キ
リ
ン
ビ
ー
ル
は
農
業

の
担
い
手
・
リ
ー
ダ
ー
育

成
を
行
う
「
東
北
復
興
・

農
業
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

開
始
す
る
。

　
「
農
業
経
営
者
リ
ー

ダ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
in

東
北
」
と
「
復
興
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
in
東
京
」
の
２
つ
を
開

設
。
東
北
で
は
新
た
な
農

業
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
出
す
る

リ
ー
ダ
ー
育
成
を
目
指
し
、

30
名
を
募
集
。
東
京
で
は

東
京
の
市
民
大
学
「
丸
の

内
朝
大
学
」
と
連
携
し
て
、

地
域
復
興
や
農
業
に
興
味

の
高
い
層
へ
向
け
40
人
を

募
集
す
る
。
今
年
４
月
か

ら
行
わ
れ
る
各
１
年
間
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
通
じ
、

新
商
品
や
地
域
ブ
ラ
ン
ド
、

農
業
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
の

東北・東京２拠点で
農業の次世代教育

新
規
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
生

み
出
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
大
き

な
目
的
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
だ
。
両
拠
点
を

つ
な
ぐ
受
講
者
間
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
留
ま
ら
ず
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

も
活
用
し
、
全
国
の
農
業

者
と
、
行
政
や
関
連
産
業

な
ど
関
係
者
を
結
び
つ
け

る
。「
今
ま
で
の
農
業
者

の
目
線
だ
け
で
は
で
き
な

か
っ
た
新
し
い
も
の
を
生

み
出
し
た
い
」
と
キ
リ
ン

Ｃ
Ｓ
Ｖ
推
進
部
の
古
賀
朗

氏
は
話
す
。
県
や
市
、
Ｊ

Ａ
な
ど
と
も
連
携
し
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
て

行
き
た
い
考
え
だ
。

　

キ
リ
ン
は
復
興
支
援
の

第
２
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
、

農
業
分
野
に
対
す
る
ソ
フ

ト
支
援
を
昨
年
末
に
発
表
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
他
に

地
域
ブ
ラ
ン
ド
再
生
や
６

次
産
業
化
推
進
の
支
援
も

含
ま
れ
る
。
こ
こ
か
ら
生

ま
れ
た
新
規
ビ
ジ
ネ
ス
へ

の
直
接
支
援
も
可
能
な
体

制
で
あ
り
、
多
方
面
か
ら

農
業
復
興
を
支
え
る
。

新たな農業者ネットワークでビジネスを創出

 6面　名取市・海岸林
再生プロジェクト

特集
４－５面

【特別企画】

  各地域からのメッセージ

２年の歩みと、これからの希望

3面　福島県いわき市

２面　
中越防災安全推進機構
復興デザインセンター長

稲垣文彦さん

復興とは何か。～軸ずらしのスヽ メ～

８面　新潟県越後妻有

フ
ォ
ト
エ
ッ
セ
イ

水産業復活へむけた新たな一歩

アートがつなぐ里山と人
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福
島
第
一
原
発
事
故
の
影
響

で
、
近
海
漁
業
の
自
粛
を
続
け

る
い
わ
き
市
。
稼
働
す
る
２
港

で
カ
ツ
オ
な
ど
遠
海
域
の
魚
を

水
揚
げ
す
る
も
、
風
評
被
害

も
あ
り
、
昨
年
の
築
地
で
の
買

取
価
格
は
ハ
コ
代
に
も
満
た
な

か
っ
た
。
昨
年
の
漁
獲
高
も
２

０
１
０
年
に
比
べ
15
％
程
度
に

留
ま
っ
て
い
る
。

　

漁
業
の
み
な
ら
ず
加
工
・
販

売
事
業
者
も
含
め
た
水
産
業

全
体
の
再
生
が
同
市
の
課
題
だ

が
、
そ
の
一
歩
と
な
る
動
き
が

見
ら
れ
始
め
た
。
75
年
も
の
あ

い
だ
蒲
鉾
な
ど
の
加
工
・
卸
を

営
ん
で
い
た
金
成
食
品
工
業
は
、

加
工
場
が
津
波
で
全
壊
。
費

用
等
の
問
題
で
再
建
は
断
念
し

た
が
、
加
工
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か

し
、
長
男
が
経
営
す
る
「
カ
ナ

リ
・
シ
ー
フ
ー
ズ
」
で
再
ス

タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
そ
の
象
徴

が
、
２
０
１
１
年
秋
に
小
名

浜
港
そ
ば
の
複
合
施
設
に
オ
ー

プ
ン
し
た
、
一
般
向
け
店
舗
だ
。

　

被
災
地
域
は
以
前
か

ら
人
口
減
少
傾
向
に
あ
り
、

高
齢
化
が
進
ん
で
い
た
。

震
災
に
よ
り
さ
ら
に
高
齢

化
は
進
み
、
そ
の
状
況
は

要
介
護
・
要
支
援
の
認

定
率
の
著
し
い
増
加
等
に

も
現
れ
て
い
る
。
全
国
的

に
高
齢
化
が
進
む
中
、
被

災
地
域
に
お
け
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
づ
く
り
は
日
本
全

体
の
課
題
だ
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
を

目
的
と
し
て
、
官
民
で
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
様
々
な

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い

る
。
原
発
被
害
に
よ
り
村

民
が
避
難
生
活
を
送
っ
て

い
る
福
島
県
飯
館
村
で
は
、

全
世
帯
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
配
布
し
た
。
村
役

場
か
ら
の
お
知
ら
せ
や
放

射
線
量
情
報
、
ア
ン
ケ
ー

ト
な
ど
、
情
報
提
供
機

能
が
メ
イ
ン
の
施
策
だ
。

し
か
し
昨
年
12
月
に
は
約

３
割
の
端
末
が
一
度
も
使

わ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
調

査
結
果
が
出
て
お
り
利
用

は
低
調
だ
。

　

岩
手
県
大
船
渡
市
末

崎
町
で
は
「
デ
ジ
タ
ル
公

民
館
ま
っ
さ
き
」
と
い
う

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
再
生
事
業
が
行
わ
れ

て
い
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
環
境
を
整
備
し
た
公

民
館
を
拠
点
に
、
外
部
の

Ｉ
Ｔ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
に

よ
る
パ
ソ
コ
ン
教
室
や
ビ

デ
オ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
環
境

に
よ
る
学
習
機
会
の
提
供

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
震

災
後
こ
の
取
り
組
み
が
始

ま
り
公
民
館
は
継
続
し
て

多
く
の
住
民
が
訪
れ
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
と
し

て
機
能
し
て
い
る
。

　

末
崎
町
の
成
功
要
因
は

２
つ
あ
る
だ
ろ
う
。
１
つ

は
、
情
報
提
供
で
は
な
く

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機

能
を
提
供
し
た
こ
と
だ
。

こ
れ
は
同
町
で
行
わ
れ
た

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

で
も
裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
。

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
や
り

た
い
こ
と
」
と
し
て
、

ニ
ュ
ー
ス
等
の
情
報
取
得

よ
り
も
、
名
刺
づ
く
り
や

ブ
ロ
グ
発
信
、
写
真
メ
ー

ル
送
付
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
希
望
が

多
く
を
占
め
て
い
る
の
だ
。

　

も
う
１
つ
の
成
功
要
因

は
、
内
外
サ
ポ
ー
タ
ー
と

の
連
携
だ
。
東
京
か
ら
の

復
興
支
援
Ｉ
Ｔ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

る
こ
と
で
、
住
民
の
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
パ
ソ
コ
ン
教

室
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
運

営
し
て
い
る
。
地
域
内
外

か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け

入
れ
る
こ
と
で
、
そ
こ
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

生
ま
れ
、
さ
ら
に
支
援
が

続
く
と
い
う
好
循
環
が
生

ま
れ
て
い
る
の
だ
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

の
鍵
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
質
と
量
だ
。
交

流
を
目
的
と
し
、
地
域

内
外
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
連

携
し
な
が
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
す
取
り

組
み
が
有
効
だ
ろ
う
。

　

消
費
者
向
け
の
商
品
開
発

も
始
め
た
。
ヒ
ッ
ト
し
た
の
が
、

魚
を
西
京
味
噌
や
塩
麹
で
漬
け

込
ん
だ
加
工
品
だ
。
素
材
は

他
県
か
ら
の
仕
入
に
頼
ら
ざ
る

を
得
な
い
が
、
た
と
え
ば
イ
カ

の
塩
辛
は
２
ヶ
月
も
熟
成
さ
せ

る
な
ど
、
長
期
間
船
に
乗
る
漁

師
町
な
ら
で
は
の
加
工
と
手
間

を
施
し
た
。

　
「
丁
寧
に
つ
く
っ
た
も
の
は
、

ど
ん
な
講
釈
よ
り
も
人
を
惹
き

付
け
る
と
実
感
し
た
」（
カ
ナ

リ
・
シ
ー
フ
ー
ズ　

専
務
取
締

役
・
金
成
俊
明
さ
ん
）。

　

金
成
さ
ん
が
胸
を
張
る
自
信

作
は
、
全
国
水
産
加
工
品
総

合
品
質
審
査
会
で
「
会
長
賞
」

「
頑
張
ろ
う
日
本
賞
」
を
受
賞
。

販
売
形
態
も
物
産
展
や
自
社

福 島 県
いわき市

大
船
渡
市
末
崎
町
に
学
ぶ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

店
舗
で
の
直
販
に
切
替
え
た
た

め
価
格
も
安
定
し
、
利
益
率

も
上
が
っ
た
。
あ
と
は
地
元
の

生
鮮
品
が
扱
え
る
の
を
待
つ
ば

か
り
だ
。

　

福
島
県
漁
連
も
新
た
な
動
き

を
ス
タ
ー
ト
し
た
。
福
島
県
の

漁
業
再
生
を

目
的
に
組
織

さ
れ
た
「
福

島
県
地
域
漁

業
復
興
協
議

会
」
の
メ
ン

バ
ー
で
あ
る
流

通
事
業
者
イ

オ
ン
へ
の
直
接

販
売
だ
。

　

そ
も
そ
も

い
わ
き
市
で
は
、

放
射
能
検
査

に
市
場
、
大

政策
第５次復興交付金、２１１２億円
２９日、青森県を含む東北４県と
５６市町村は第５次復興交付金、総
額２１１２億円を国へ申請した。配
分額は３月末に決定される。

宮城県、ＮＰＯ助成に１億円
宮城県は、ＮＰＯなど復興支援団体
を対象とする助成制度の新設に事
業費約１億円を計上する。議会で可
決後、申請受付を開始予定。

福島県、県内全域を観光特区に
福島県は、既に観光特区認定済み
のいわき市を除く、県内全域となる
５８市町村についても観光特区を申
請する方針を定めた。	

産業復興
名取市、ゆりあげ港朝市復活へ
宮城県名取市閖上地区のゆりあげ
港朝市で使用する施設が、カナダの
資金援助を受け起工した。５月上旬
のオープンを目指す。

東北３県、事業所数１０％前後減
総務省発表の経済センサスによると
東北３県の事業所数が０９年比で福
島１１．２％、宮城１１％、岩手９．１％
減少した。

三菱商事、小名浜にメガソーラー
三菱商事が福島県いわき市小名浜
に東北最大級となるメガソーラーを
建設する方針を固めた。１４年８月
の完成を予定する。

気仙沼市、造成団地整備へ
宮城県気仙沼市は、復旧が遅れて
いる船舶などの事業所を集積させ
る造成団地整備事業計画を決定し、
１５年度の完成を見込む。

生活・まちづくり
ＢＲＴ気仙沼ー盛、３月２日運行
JR東日本は、大船渡線の仮復旧と
して導入するＢＲＴにおいて、気仙沼
−盛（さかり）間の運行を３月２日か
ら始めると公表した。
		

唐桑北ー陸前高田間が着工
三陸沿岸道の唐桑北ー陸前高田間
の起工式が２月６日に行われた。総
事業費６００億円を投じ、今後１０
年以内の開通を目指す。

復興相、入居期間再延長の考え
根本復興相は、原発事故の避難者
が住む仮設住宅の入居期間と借り上
げ住宅の家賃補助期間を再延長す
る意向を示した。

いわき市久之浜、区画整理認可
福島県いわき市久之浜の土地区画
整理事業が６日、県に認められた。
総事業費を８７.７億円とし、１５年
度末に完成させる。

原発・放射能
福島県、PAZを５キロ圏に
福島県は、原発の廃炉作業中事故
に備え「暫定的に予防的防護措置を
準備する区域（PAZ）」を５キロ圏と
する方針を固めた。

東電、精神的賠償に一律８万円
東京電力は、自主避難対象地域に
避難した妊婦などの精神的損害に対
し、１３年１～８月分として１人あた
り一律８万円を賠償する。

農業
農水省、１３年産米作付容認
農林水産省は２９日、避難指示解除
準備区域などで、出荷前の全袋検
査などの実施を条件に１３年産米の
作付を認めると発表した。

宮城県、農地復旧２年延期
宮城県は、堤防工事の遅れなどの理
由により、１３年度に予定していた農
地の復旧完了を１５年に延期する方針
を示した。

農林漁業支援ファンド設立
秋田、青森、岩手、山形の地方４銀
行は、食品加工などへ乗り出す農林
漁業者を支援するファンドを１３年春、
設立する。規模は２０億円を想定。

１月１９日～２月１５日

学
な
ど
、
複
数
の
チ
ェ
ッ
ク
体

制
を
設
け
て
い
た
。
加
え
て
回

遊
魚
の
カ
ツ
オ
や
サ
ン
マ
に
は

放
射
性
物
質
が
蓄
積
し
づ
ら
い

こ
と
に
イ
オ
ン
が
着
目
。
適
切

な
情
報
提
供
に
加
え
「
国
よ
り

も
厳
し
い
」
イ
オ
ン
の
検
査
基

準
を
ク
リ
ア
し
た
た
め
、
２
０

１
２
年
は
他
漁
港
と
遜
色
な
い

価
格
で
買
い
取
っ
て
も
ら
え
た
。

　

ま
た
イ
オ
ン
の
協
力
に
よ
り
、

小
名
浜
港
で
水
揚
げ
さ
れ
た
カ

ツ
オ
を
使
っ
た
レ
ト
ル
ト
食
品

も
開
発
し
た
。
加
工
工
程
を

地
元
事
業
者
に
委
託
す
る
こ
と

で
、
水
産
業
全
体
の
底
上
げ
を

図
っ
て
い
る
。

　

漁
連
で
は
、
缶
詰
の
独
自
開

発
及
び
販
売
も
始
め
た
。
一
般

消
費
者
向
け
の
商
品
開
発
は
は

じ
め
て
だ
が
、
既
に
１
ヶ
月
で

１
万
件
程
度
の
注
文
が
入
っ
た

と
い
う
。

　
「
魚
の
安
全
性
を
ど
れ
だ
け

う
た
っ
て
も
、
す
べ
て
の
方
に

ご
理
解
い
た
だ
く
の
は
難
し

か
っ
た
。
で
も
美
味
し
い
も
の

と
必
要
な
デ
ー
タ
を
提
供
す
れ

ば
、
正
し
く
判
断
い
た
だ
け
る

層
が
い
る
こ
と
も
分
か
っ
た
」

（
参
事
・
鈴
木
哲
二
さ
ん
）。

　

缶
詰
は
３
個
入
と
９
個
入

が
あ
り
、
３
個
入
だ
と
税
込

４
２
０
円
。
通
販
で
購
入
す
る

と
郵
送
料
の
方
が
高
く
な
る
が
、

「
い
い
も
の
な
ら
欲
し
い
」
と
い

う
購
入
者
は
多
い
。
食
の
安
全

に
対
す
る
、
消
費
者
や
流
通
事

業
者
の
認
識
差
は
大
き
い
が
、

地
道
な
努
力
の
先
に
、
同
市
の

漁
業
再
生
の
道
が
つ
な
が
っ
て

い
る
に
違
い
な
い
。

復
興
と
は
何
か
。～
軸
ず
ら
し
の
ス
ヽ
メ
～

　
「
復
興
と
は
何
か
」、
中
越
地
震
（
２

０
０
４
年
）
以
降
、
こ
の
問
い
に
悩
ま

さ
れ
て
き
た
。
震
災
か
ら
2
年
が
経
過

し
よ
う
と
し
て
い
る
。
被
災
地
の
誰
し

も
が
復
興
に
向
け
努
力
し
て
い
る
が
、

努
力
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
「
復
興
と
は
何

か
」
と
い
う
問
い
に
悩
ま
さ
れ
る
。
そ

こ
で
、
こ
こ
で
は
一
息
つ
い
て
読
者
の
皆

さ
ん
と
と
も
に
「
復
興
と
は
何

か
」
を
考
え
て
み
た
い
。

　
「
復
興
」
の
明
快
な
定
義
は
な

い
。
た
だ
一
般
的
に
は
「
災
害
前

に
比
べ
良
く
な
っ
た
と
思
う
こ
と
」
と
い

う
感
覚
（
復
興
感
）
が
あ
る
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
思
考
実
験
を
し
て
み
よ
う
。
縦

軸
に
Ｇ
Ｄ
Ｐ
あ
る
い
は
人
口
を
と
っ
て
み

る
。
そ
し
て
横
軸
に
時
間
を
と
っ
て
み

る
。
１
９
４
５
年
を
起
点
と
す
る
と
概

ね
下
図
の
よ
う
な
曲
線
を
描
く
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
。
さ
て
、
こ
こ
か
ら
が

本
番
。
新
潟
地
震
（
１
９
６
４
年
）
を

イ
メ
ー
ジ
し
よ
う
。
①
災
害
で
様
々
な

も
の
を
失
っ
た
。
そ
の
失
っ
た
も
の
を
元

に
も
ど
す
。
こ
の
時
代
は
「
右
肩
上
が

り
」
す
な
わ
ち
、
世
の
中
勝
手
に
良
く

な
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
時
代
は
「
復
旧
＝

復
興
」、
失
っ
た
も
の
さ
え
元
に
戻
せ
ば

「
災
害
前
に
比
べ
良
く
な
っ
た
と
思
う
こ

と
」
が
で
き
た
。
次
に
、
中
越
地
震
。

②
災
害
で
様
々
な
も
の
を
失
っ
た
。
そ

の
失
っ
た
も
の
を
元
に
も
ど
す
。
こ
の
時

代
は
「
右
肩
下
が
り
」
す
な
わ
ち
、
世

の
中
勝
手
に
良
く
な
っ
て
は
く
れ
な
い
。

こ
の
時
代
は
「
復
旧

≠

復
興
」、
失
っ

た
も
の
を
元
に
戻
す
だ
け
で
は
い
つ
ま
で

た
っ
て
も
「
災
害
前
に
比
べ
良
く
な
っ
た

と
思
う
こ
と
」
が
で
き
な
い
。
こ
こ
で

「
復
興
と
は
何
か
」
が
わ
か
ら
な
く
な
っ

て
き
た
。

　
「
復
興
と
は
何
か
」
を
悩
む
な
か
で
、

は
た
と
気
付
い
た
、
そ
う
だ
「
は
か
る

指
標
が
違
う
」
の
で
は
。
従
来
の
指
標

で
は
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
復
興
で
き
な
い
。

右
肩
上
が
り
に
す
る
に
も
無
理
が
あ
る

の
は
ご
承
知
だ
ろ
う
。
こ
こ
か
ら
復
興

す
る
た
め
に
は
「
軸
（
指
標
）
を
ず

ら
す
」
こ
と
が
必
要
な
の
だ
と
気
付
い

た
。
次
に
、
軸
を
ど
こ
に
ず
ら
せ
ば
良

い
の
か
と
い
う
疑
問
が
わ
い
て
く
る
。

右
肩
上
が
り
の
時
代
は
、
豊
か
さ
＝

「
数
で
は
か
れ
る
も
の
（
人
口
、
経
済

等
）
が
増
え
る
こ
と
」
だ
っ
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
さ
て
、
右
肩
下

が
り
の
時
代
は
、
豊
か
さ
＝

「
？
（
ま
だ
探
せ
て
い
な
い
）」。

こ
こ
か
ら
「
復
興
と
は
何
か
」

の
問
い
が
生
ま
れ
て
く
る
の
だ

ろ
う
。
そ
の
意
味
で
は
、
復
興

と
は
「
豊
か
さ
さ
が
し
」
と
表

現
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ

こ
で
、
先
ん
じ
て
悩
ん
で
き
た

先
輩
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
ご

披
露
し
よ
う
。「
軸
は
ひ
と
つ
で
は
な

さ
そ
う
だ
」
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て

「
人
そ
れ
ぞ
れ
の
軸
が
あ
り
そ
う
だ
」

と
い
う
こ
と
。

　

こ
こ
ま
で
お
付
き
合
い
い
た
だ
い
た

読
者
の
皆
さ
ま
に
感
謝
。
た
ま
に
は

現
場
か
ら
離
れ
て
頭
を
柔
ら
か
く
し

て
思
考
を
め
ぐ
ら
せ
て
み
る
こ
と
も
必

要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
さ
あ
明
日
か

ら
、
新
た
な
気
持
ち
で
、
柔
ら
か
い

頭
で
現
場
に
向
き
合
い
ま
し
ょ
う
。
健

闘
を
祈
り
ま
す
。

1945
豊かさ＝数ではかれるもの
（人口、経済等）が増えること

豊かさ＝？

GDP
人口

1964 2004 年

発災

発災

復旧＝復興

復興とは、豊かささがし？ 多様な軸の存在

1

2
復旧＝復興

水
産
業
復
活
へ
む
け
た新

た
な
一
歩

丁
寧
な
加
工
と
デ
ー
タ
開
示
で
顧
客
開
拓

情報取得よりも
コミュニケーション

I C T
活 用

カナリ・シーフーズの受賞作

稲垣文彦
（いながき		ふみひこ）

㈳中越防災安
全推進機構　
復興デザイン
センター長

はがき・お手紙・名刺を作る
ブログ・ホームページを作る
写真を撮影してメールで送信
Wordでイラスト付きチラシを作る
パソコンメールの送受信
デジカメ写真を使ってアルバムづくり
動画をDVDにコピーする
携帯メールの送受信
ネットで学ぶ・ネットで調べる
動画を見る・ネットラジオを聞く
ニュース・天気予報等の情報を見る

大船渡市末崎町　住民ITアンケート結果
 「携帯とPCとインターネットでやりたいこと」
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文・図／藤沢	烈（ＲＣＦ復興支援チーム）
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震災から２年、緊急、復旧、復興と目まぐるしくフェーズが変化する中、
東北には、各地で立ち上がった志士たちの、絶え間ない努力と苦労があった。
今回はそのように闘ってきた多くの方々を代表し、
12人の方にそれぞれが思う「これまで」と「これから」を聞いた。
まだまだ続く長い道のりではあるが、今、気持ちを新たに前へ進めるように。
今後さらに、地域・セクターを越えて手をつなげるように。２年の歩みと、これからの希望

各地域からのメッセージ  特別企画

浪江町では昨年４月に復興ビジョン、
10月には復興計画が策定されました。
計画策定にあたっては100名を超え
る町民らと共に徹底して議論を行いま
した。良かったのは、役場内や住民団
体など、多くの人が計画策定プロセス
に関与したことです。復興はなかなか
思うようには進みません。ただし、でき
るところから一つひとつクリアにして
きたことで、抽象的だった未来が具体
的日付の入ったものになってきていま
す。今年、来年と動き出すための下地
となった手応えがあります。
また復興支援員の活用により、具体的
な県外避難者支援策や、津波被災地
のまちづくり議論が開始しました。１
年前には考えられなかった成果です。
少しずつでもやるべきこと、できること
を明確にしていった先に未来がある
のだと思います。

従来型の、自然の恵みを消費するだけ
の産業のあり方を見直し、生態系を守
り育てながら循環型の産業を興してい
かないと、いずれ山が痩せ、その恩恵
で成り立つ農業も漁業も廃れ、防潮堤
のコンクリートがとどめを刺し、何もな
くなってしまうと思います。唐桑で立ち
上げた「ピースネイチャーラボ」では、
森と海、それつなぐ川の流域全体を１
つの単位として考え、里の農産物を
使った穀物バー「森のクッティー」や、
間伐材のチップを使った牡蠣の燻製
などの新商品を開発しています。
県外や海外に目を向け、発想を新しく、
子供の悪巧みのようにワクワクしなが
ら挑戦していきましょうよ。東北は素
晴らしい所です。特に観光は希望が
多いと思います。皆さんにメッセージ
ですか？「長生きする気でいるなよ」で
しょうか。僕はこう考えたらあらゆるこ
とが急に楽になりました（笑）。

私たちは県外避難を選びましたが、福
島に帰った際に残っている方々と話
をすると、同じことを考えているなとよ
く感じます。放射能の問題はデリケー
トで、多くの方は声を発していません。
他者への思いやりからなんです。だか
ら私たちは、国や県との意見交換会や
質問状、メディアなどを通じて避難者
の声を発信してきました。これからも
子供たちの未来のために「こうなれば
母として安心できる」という目線を形
として示していきます。
何も信頼できないという中で怒りやス
トレスを感じてきましたが、２年間も
怒り続けることなんてできません。怖
がらずに、心を開き信じること。議論し
て、ときにぶつかりながら多様性を認
め合う。そうして前に進んでいきたい
と思います。

皆様からの寄付のおかげで、牡蠣の
養殖の再建が始まりました。震災で海
がキレイになり牡蠣の成長が早く、出
来が圧倒的に良い。共同処理施設が
完成する秋から始まる出荷が楽しみ
です。
進めている防潮堤計画の見直しにつ
いては、12月に議会へ提出した陳情
書が採択され第一歩となりました。し
かし行政側の計画変更の壁は高い。
とにかく今は、勉強会を開催したり、外
部の専門家にお願いして水質調査を
したり、できることを必死にやってい
ます。とんでもねえ毎日で、自分の器
を完全に超えていますが、何かに突き
動かされているような感じです。海と
人とを隔ててはいけない。これはふる
さとの話です。親やその上の世代の、
僕らの、そして子供たちの世代に残し
たいふるさと。道は険しいけど、絶対
やりきります。

残
し
た
い
ふ
る
さ
と
の
風
景
が
あ
り
ま
す
。

い
ま
必
要
な
の
は
、信
じ
る
こ
と

少
し
ず
つ
、具
体
的
な
未
来
へ
。

既
存
の
枠
を
越
え
、新
し
い
発
想
で
！

岩手 宮城宮城宮城

外から来た人をおもてなしし、案件を
丁寧にさばく中で、地域に固定のファ
ンがついてきた感じがあります。今後
はいかにそのファンを拡大し、交流し、
足を運んでもらうか。大槌では「学び」
をテーマにやっていきたい。日本全国
の地域共通の、普遍化した課題を学
べる場です。ツールとして、アートやス
ポーツも融合させながら。
僕のように外から来て、地域に受け入
れてもらう苦労がある人もいるでしょ
う。「みんな、一緒だから」と伝えたい
です。土地の人になりきるのではなく、
「旅の者」と認識されていて良いと僕
は思っています。その代り、一緒にお
酒を飲むときはすべてオープン（笑）。
地域が違っても、掘り下げれば同じ点
でつながる。点は線へ、面になるはず
です。共に、大いに遊びましょう。

学
び
、遊
び
、つ
な
が
り
ま
し
ょ
う
。

この一年、６次産業化を目指し、これ
までの「漁をして終わり」ではなく、情
報発信やイベント、ウェブ販売を勉強
しながらやってきました。今までいか
にお客様を見ていなかったか、高く
買ってもらう努力をしてこなかったか
知りました。そして今、自分なりに見え
てきた道は、漁師が全部やるんじゃな
く、加工業者さん、販売業者さんと３
者でチームになって取り組むという方
向性です。徐々に量も単価も上がって
きました。
ヤフーさん・東の食の会さんの始めた
「三陸フィッシャーマンズプロジェク
ト」も大きな希望です。商談で、もしワ
カメで断られても、例えば海鮮しゃぶ
しゃぶならOKになったりする。三陸の
漁師たちで知恵を出し合えば、価値も
販路も広がると思います。力を合わせ、
漁業を面白くて稼げるものにしていき
たいです。

三
陸
の
漁
業
は
き
っ
と
、変
わ
り
ま
す
！

福島 福島

店が再開して１年と少しがたちました。
小高時代のお客さんがよく来てくれて
いて、お互いに懐かしくて自然と会話
が弾みます。東京に避難した方が「ま
た食べたかった」と言ってわざわざ来
てくれることもあります。ラーメンだけ
でなく、ここに来ると誰かに会えるとい
う楽しみのある場になっていて、とて
も嬉しく思います。
ここは、今は施設に入っている義理の
母が始めたお店。小高区に帰れる目
処はまだ見えないけれど、新しいこの
場所で今年も来年も、のれんを守って
いきたいと思います。

以前は塾を３つ経営、生徒100人で
したが、震災で多くのものを失い、弁
護士には、移住か転業を勧められまし
た。でも、命のはかなさを目の当たりに
して、生きている人間が、命のある間
に、やりたいことをやらずして何の意
味があるのかって。残りの人生、好き
な教育をしてお仕舞いにしようと決め、
塾を再開し、今日まで全力でやってき
ました。
まだまだ環境・状況は厳しいですが、
明るい兆しも出てきています。例えば
女性がおしゃれを楽しむようになり、
好奇心が出てきました。「ベテランマ
マの会」を結成し運営しているカル
チャースクールも盛り上がっていて、
嬉しいです。家で母親が明るいと皆が
明るくなりますからね。

東北唯一の椿油の搾油所で、地域の
宝だった「石川製油所」から技術を引
き継ぎ、製油所を開所してからもうす
ぐ１年です。今シーズン（秋〜冬が椿
の種の収穫期）は不作の年でそれほ
ど忙しくなかったですが、技術の継承
に努めながら、東京の化粧品メーカー
との共同商品の販売も開始できまし
た。
近隣地区に留まらず、県内、全国の
方々に気仙の文化を知って頂けた事
が大きな収穫でした。そして一時は廃
業を決意された石川さんが元気に
なったことが、何より嬉しいです。今
シーズンは豊作が予想されています
し、しっかり生産体制をつくりたいと
思います。

NPOの中間支援団体として、被災地
で活動するNPOへのサポートや外部
とのつなぎを続けてきました。国や県
とお話する機会も増え、着実につなが
りは広がってきていると感じます。
しかしながら、まだまだ社会全体に対
してNPOの存在は小さいです。NPO
が行政や企業とならぶ１つの社会機
能として捉えられるためには、担える
役割や生み出す価値をより明確にし
ていく必要があります。そうした先に、
たとえ復興関連で資金が集まりづらく
なった中でも、社会が各団体を少しず
つ支え、活動が継続する状態が生ま
れるのだと思います。

昨年はとにかく、商店街復活のための
グループ補助金へ奔走した年でした。
第３次、４次と申請するも未採択、３
度目の正直となる第５次でやっと採
択されました。早ければ来年度中には
10店舗からなる常設の商店街が誕生
します。
ただし、建物は国の補助でまかなうと
しても、もっと大切なのは中身です。
10年20年先も続けられるような仕組
みをつくっていく必要があります。
我々の組合では、外部との交流を生
む語り部ガイド事業や、デジタルサイ
ネージ（電子看板）の展開を開始しま
した。山田町の復興はまだまだこれか
らですが、産業面から盛り上げて行き
たいと思います。

昨年GRAは、ICTを活用した先端施設
での初出荷となる、ブランドイチゴ
「MIGAKI-ICHIGO」の発売開始を果た
し、また、インドでの事業展開など、大
きく一歩を踏み出しました。
一方、東北全体で見ると、津波被害を
受けいまだに活用されていない農地
をどうするのかという大きな問題があ
ります。
平野部の広がる宮城県南は、施設園
芸に適しています。早期に持続可能な
モデルを山元町で実証し、宮城県を
日本における施設園芸の一大集積地
域にすることを大きな目標として、今
年も進んでいきたいと思います。

県
を
施
設
園
芸
の一
大
集
積
地
域
に
！

新
し
い
山
田
町
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

小
高
の
人
が

集
う
新
し
い
場
に
な
り
ま
し
た
。

魂
込
め
て
教
育
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。

地
域
の
宝
を
守
り
続
け
ま
す
。

N
P
O
が
社
会
の
大
事
な

機
能
に
な
る
よ
う
に
。

豊田英子さん
とよたひでこ

Prof ile

「双葉食堂」店主。南相馬市
小高地区で被災し、２０１１年
１０月に同市鹿島地区に仮
設店舗で復活を遂げた人気
ラーメン店を切り盛りする。

岩佐大輝さん
いわさひろき

Prof ile

GRAグループCEO。山元町を
拠点として先端施設園芸を展
開し、農業を軸とした地域復
興に力を注いでいる。

葛巻徹さん
くずまきとおる

Prof ile

北上市に事務所をかまえる
「いわて連携復興センター」
事務局長。岩手県内のNPO
間はもちろん、県内外、セク
ターを超えた連携を促進し
ている。

清水卓さん
しみずすぐる

Prof ile

社会福祉法人大洋会。障害
者向け福祉施設「青松館」の
運営に携わるほか、昨年から
は被災した「石川製油所」か
ら精油技術を引き継ぐ椿油
事業を担当している。

番場さち子さん
ばんばさちこ

Prof ile

南相馬市原町区の学習塾「番
場ゼミナール」塾長。“しつけ
から受験勉強まで”をモットー
に人間力で日々挑む。地元の
女性たち向けに、放射能や健
康、書道、手芸等を学べるカル
チャースクールも運営する。

間瀬慶蔵さん
ませけいぞう

Prof ile

びはん株式会社専務取締
役。地元スーパーマーケット
「びはん」を経営する傍ら、
新生やまだ商店街協同組合
の専務として山田町の商店街
復活へ奔走中。

宮城福島福島岩手 岩手 岩手

畠山信さん
はたけやままこと

Prof ile

気仙沼市唐桑（からくわ）
地区で養殖業を営む傍ら、
NPO法人「森は海の恋人」副
理事長として環境保全活動
を行う。ＮＰＯ法人「ピースネ
イチャーラボ」で６次産業化
ビジネスにも取り組む。

千葉拓さん
ちばたく

Prof ile

南三陸町歌津（うたつ）の「マル
タ拓洋水産」専務取締役。漁
業者（牡蠣の養殖）として再建
をはかりながら、地区の防潮堤
計画の見直しへ向けた運動を
展開している。

玉川啓さん
たまがわあきら

Prof ile

福島県浪江町復興推進課、
主幹。町の復興ビジョンおよ
び復興計画の策定において
中心的役割を担う。

中村美紀さん
なかむらみき

Prof ile

山形避難者母の会代表。福
島県郡山市からの避難先で
ある山形県山形市で、子育
てサロン「村山地区ふくしま
子ども未来ひろば」の運営
等、避難母子のための活動
を行っている。３女の母。通称
「ミキティママ」。

臂徹さん
ひじとおる

Prof ile

大槌町の一般社団法人「お
らが大槌夢広場」理事・事
務局長。東京から移住。「お
らが大槌復興食堂」の運営
や、町民大学「大槌ひと育て
×まち育て大学」や「こども
議会」などの施策で町づく
りに挑む。

阿部勝太さん
あべしょうた

Prof ile

石巻市十三浜の漁師。漁業
生産組合「浜人（はまんと）」
を設立し、「wakamo」プロ
ジェクトなどを通じてワカメ
や昆布の魅力を発信。若手
漁師の連携にも積極的に取
り組んでいる。

（5） （4）２０１３年（平成 25 年）2 月 25 日 月曜日（復興 707 日目）　　東　北　復　興　新　聞（http://www.rise-tohoku.jp/）　　第 21 号　 ２０１３年（平成 25 年）2 月 25 日 月曜日（復興 707 日目）　　東　北　復　興　新　聞（http://www.rise-tohoku.jp/）　　第 21 号　



わ
し
ん
じ
）
氏
に
話
を
聞
い
た
。

  

ほ
と
ん
ど
は 

 
    

  

Ｉ
Ｃ
Ｔ
以
外
の
作
業

　

富
士
通
は
震
災
直
後
の
３
月

15
日
に
災
害
支
援
特
別
チ
ー
ム

を
発
足
さ
せ
、
必
要
と
さ
れ
る

支
援
を
展
開
し
て
き
た
。
避
難

所
に
お
け
る
ニ
ー
ズ
調
査
を

行
っ
た
「
つ
な
プ
ロ
」
に
始
ま

り
、
日
本
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
連

合
学
会
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

医
師
派
遣
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
医

師
や
介
護
士
、
保
健
師
な
ど
が

連
携
し
て
地
域
包
括
ケ
ア
に
あ

た
る
石
巻
圏
健
康
・
生
活
復
興

協
議
会
（
Ｒ
Ｃ
Ｉ
）
な
ど
、
多

く
の
現
場
で
同
社
の
ク
ラ
ウ
ド

サ
ー
ビ
ス
が
活

用
さ
れ
た
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
ク
ラ
ウ

ド
に
よ
る
支
援

は
い
か
に
も
富

士
通
ら
し
い
と

　

現
場
を
伝
え
る
メ
デ
ィ
ア

報
道
も
減
少
し
、
復
興
に
よ

せ
る
人
々
の
関
心
も
低
下
し
つ

つ
あ
る
。
一
方
被
災
地
は
現
在

も
資
金
や
リ
ソ
ー
ス
を
必
要

と
し
て
お
り
、
復
興
現
場
か

ら
の
情
報
発
信
の
必
要
性
が

増
し
て
い
る
。

　

２
０
０
７
年
か
ら
独
自
の

地
域
Ｓ
Ｎ
Ｓ
「
ふ
ら
っ
と
」

を
運
営
し
て
き
た
河
北
新
報

社
。
震
災
後
は
地
元
の
大

学
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
連
携
に
よ
り

「
情
報
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
い

う
ブ
ロ
グ
を
始
め
、
大
学
生

記
者
と
共
に
被
災
地
情
報
を

発
信
し
て
い
る
。
プ
ロ
の
記
者

か
ら
だ
け
で
な
く
、
市
民
と

共
に
市
民
目
線
の
情
報
発
信

を
行
っ
て
き
た
と
い
え
る
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、

単
な
る
情
報
発
信
以
上
の
意

味
を
持
つ
。
そ
れ
は
発
信
の
た

め
の
「
場
づ
く
り
」
で
あ
り
、

新
聞
社
と
し
て
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ

を
市
民
に
伝
え
発
信
力
を
育

て
る
こ
と
で
も
あ
る
。
復
興
現

場
の
状
況
は
刻
々
と
変
化
す

る
中
、
地
域
毎
に
個
別
ニ
ー

ズ
を
抱
え
る
フ
ェ
ー
ズ
に
入
っ

て
き
て
い
る
。
各
現
場
で
目
の

復
興
支
援
か
ら
新
サ
ー
ビ
ス
開
発

富士通
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
化
へ
の
秘
訣
を
聞
く

　

富
士
通
は
在
宅
医
療
・
介
護

向
け
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
「
高

齢
者
ケ
ア
ク
ラ
ウ
ド
」
の
提
供

を
開
始
し
た
。
震
災
直
後
か
ら

同
社
が
取
り
組
ん
で
き
た
復
興

支
援
の
取
り
組
み
成
果
と
し
て
、

高
齢
化
に
直
面
す
る
日
本
の
社

会
問
題
解
決
へ
向
け
た
ソ
ー
シ
ャ

ル
ビ
ジ
ネ
ス
が
生
ま
れ
た
形
に

な
る
。

　

い
か
に
し
て
支
援
活
動
が
ビ

ジ
ネ
ス
へ
と
つ
な
が
っ
た
の
か
。

直
後
か
ら
現
地
に
入
り
復
興
支

援
と
サ
ー
ビ
ス
開
発
を
行
っ
て

き
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
ク
ラ
ウ
ド
事
業

開
発
室
、
生
川
慎
二
（
な
る
か

高齢者ケアクラウド　コンセプト

各分野のサービスをつなぐクラウドサービス

高齢者

地域・NPO

・健康・生活実態調査

・地域通貨

・住民支え合いネット
  ワーク

在宅医療・介護

生活産業

・安否確認

・生きがいサービス

・親孝行サービス
・親子ギフト

・在宅医療 ・訪問介護 ・訪問看護 ・ケアマネジャー

言
え
る
が
、
生
川
氏
は
、

「
や
っ
て
き
た
こ
と
の
ほ
と
ん
ど

は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
以
外
の
作
業
」
と
言

う
。「
シ
ス
テ
ム
を
要
件
通
り
つ

く
っ
て
納
品
す
れ
ば
終
わ
り
と

い
う
訳
に
は
い
か
な
い
。
何
が

困
っ
て
何
が
必
要
か
を
考
え
る

た
め
に
は
、
現
地
と
信
頼
関
係

を
築
く
こ
と
が
何
よ
り
も
大

切
」。
現
地
に
拠
点
を
置
い
て
、

必
要
物
資
を
社
内
外
で
集
め
て

の
提
供
や
、
地
域
と
の
調
整
、

デ
ー
タ
入
力
作
業
な
ど
、
で
き

る
こ
と
は
何
で
も
や
っ
て
き
た
。

災
害
支
援
チ
ー
ム
は
１
億
３
千

万
円
の
予
算
で
昨
年
３
月
ま
で

の
１
年
間
継
続
し
た
が
、
こ
の

間
に
築
い
た
現
地
と
の
信
頼
関

係
が
そ
の
後
の
事
業
化
に
つ
な

が
っ
て
い
く
。

  

共
感
だ
け
で
は  

   
   

継
続
性
は
な
い

　

２
０
１
１
年
４
月
に
災
害
支

援
チ
ー
ム
を
吸
収
す
る
形
で
発

足
し
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
ク
ラ
ウ
ド

事
業
開
発
室
。
週
の
約
半
分
を

石
巻
市
・
女
川
町
で
過
ご
し
な

が
ら
、
Ｒ
Ｃ
Ｉ
や
在
宅
医
療
に

必
要
な
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を

行
っ
て
き
た
。
予
算
を
持
っ
た

事
業
部
と
し
て
早
期
に
結
果
を

出
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
中
、

初
年
度
で
の
サ
ー
ビ
ス
リ
リ
ー

ス
も
達
成
し
た
。「
ソ
ー
シ
ャ
ル

ビ
ジ
ネ
ス
は
10
年
後
の
社
会
に

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
つ
く
る
も

の
。
回
収
の
時
間
軸
が
あ
わ
ず

初
期
投
資
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い

ケ
ー
ス
が
多
い
が
、
我
々
は
復

興
支
援
の
１
年
間
の
ア
ド
バ
ン

テ
ー
ジ
が
あ
っ
た
」。

　

今
回
発
表
の
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー

ビ
ス
は
、
高
齢
社
会
に
必
要
な

在
宅
医
療
サ
ー
ビ
ス
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
支
え
る
も
の
。
被
災

地
だ
け
で
な
く
日
本
が
近
い
将

来
迎
え
る
課
題
の
解
決
を
目
指

す
も
の
だ
。
生
川
氏
は
「
社
会

課
題
は
共
感
を
生
み
や
す
い
が
、

そ
れ
だ
け
で
は
足
り
な
い
。
継

続
の
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
リ
ソ
ー

ス
を
持
っ
て
こ
な
く
て
は
い
け
な

い
」
と
、
他
者
と
の
連
携
の
重

要
性
を
強
調
す
る
。
今
回
の

サ
ー
ビ
ス
は
、
国
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
枠
組
み
を
活
用
し
た
ほ
か
、

現
地
で
活
動
す
る
医
師
、
看
護

師
、
介
護
士
、
生
活
支
援
Ｎ
Ｐ

Ｏ
ら
と
の
連
携
に
よ
っ
て
実
現

し
た
も
の
だ
。

　

社
会
課
題
を
解
決
す
る
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
の
は
、

個
人
や
一
企
業
で
は
難
し
い
。

他
者
と
連
携
し
な
が
ら
、
地
域

に
根
ざ
し
た
実
践
の
中
で
解
決

策
を
生
み
出
し
た
、
富
士
通
の

ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
取
り

組
み
か
ら
、
学
べ
る
も
の
は
多

い
だ
ろ
う
。

前
の
状
況
と
向
き
合
っ
た
人
か

ら
の
発
信
の
重
要
性
が
増
し
て

い
る
。「
発
信
者
の
層
を
増
や

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

発
信
層
の
増
加
は
、
今
後
起

こ
り
う
る
災
害
の
際
に
も
大
き

な
力
と
し
て
活
き
て
く
る
で

し
ょ
う
」。
ふ
ら
っ
と
及
び
情

報
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
運
営
し
て

い
る
デ
ジ
タ
ル
編
集
部
長
の
八

浪
英
明
氏
は
話
す
。

　

で
は
情
報
発
信
に
あ
た
っ
て

は
ど
の
よ
う
な
点
に
気
を
つ
け

る
べ
き
か
。「
ブ
ロ
グ
も
ソ
ー

シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
も
あ
く
ま
で

ツ
ー
ル
。
読
み
手
を
想
像
し
、

伝
わ
り
や
す
い
構
成
や
表
現

を
考
え
る
。
そ
の
繰
り
返
し

を
行
う
こ
と
」（
同
部
の
相
原

研
也
氏
）。「
向
き
合
う
べ
き

人
・
も
の
と
向
き
合
っ
て
い
る

の
か
自
問
す
る
こ
と
」（
八
浪

氏
）。
デ
ジ
タ
ル
と
名
前
の
つ

く
部
署
の
２
人
か
ら
は
、
大

切
な
情
報
は
オ
フ
ラ
イ
ン
で
あ

る
「
現
場
」
に
あ
る
と
い
う

答
え
が
返
っ
て
き
た
。

　

復
興
に
お
い
て
は
「
寄
り
添

う
」
と
い
う
言
葉
が
よ
く
使
わ

れ
る
が
、
元
合
唱

部
と
い
う
八
浪
氏

は
こ
の
よ
う
な
表

現
で
説
明
し
て
く

れ
た
。「
い
い
音

を
出
す
に
は
、
息

を
合
わ
せ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
情

報
発
信
に
お
い
て

も
、
相
手
の
呼

吸
を
聞
く
、
そ

ん
な
姿
勢
が
大

切
な
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
」。　

　

長
い
復
興
へ
の
道
の
り
。
発

信
者
は
、
各
人
が
向
き
合
う

べ
き
相
手
の
呼
吸
を
聞
き
な

が
ら
、
丁
寧
な
情
報
発
信
を

心
が
け
て
い
き
た
い
。

情
報
発
信
者
の
層
を
厚
く
し
た
い

河
北
新
報
社
デ
ジ
タ
ル
編
集
部
に
聞
く
、こ
れ
か
ら
の
情
報
発
信

震災直後から現地に入り活動して
きたソーシャルクラウド事業開発
室の生川氏

河北新報社デジタル編集部の八浪部長

　宮城県仙台市の南に位置する名取市。昔
から、太平洋を望む海沿いには400年以上
の歴史を持つクロマツの海岸林が並び、名
取平野の地域住民や農家を波や潮風から
守ってきた。長さ約５キロメートル、海岸線
から約500メートル……約130ヘクタール
あった海岸林は、126ヘクタールが津波で被
害を受け、今は、点在するように残っている
だけだ。
　「生まれ育った元の景色に戻したい」。そ
れには１ヘクタールあたり5000本のクロマ
ツが必要。公益財団法人オイスカの海岸林
再生プロジェクトは、この名取市の海岸林を
10年かけ50万本、100ヘクタールにわたる
植林を目指している。
　植林はクロマツの苗作りから行われる。初
年度にあたる2012年4月に、幅1メート
ル３列の畑を作り、種を植えた。苗作りの
専門家が「萌芽が20〜30％いったら良い
方」と言うほどに難しい苗作りに、農家を始
め賛同してくれたおよそ30人で取り組んだ。
土壌調査をし、必要な成分を含んだ床づくり

をした。予定日を過ぎても芽が出ず「失敗
したか」とも思ったが、5月1日に芽が出た。
驚いたことに97％が萌芽するという成功率
の高さだった。そして、今は9万本が13〜
15センチにまで成長。「掲げた目標は50
万本。でも、本当は120ヘクタール分の
60万本を植えたいんですけどね」とプロ
ジェクト統括の佐々木康一さんは話す。
　海岸林の育成・植林は、種苗法という法
律を遵守する。素人目には、スギはスギ、
マツはマツとひとくくりにしてしまうが、実際
はそれぞれ多様な種があり、本来ある生態
系の姿を保つため一定のルールが設けられ
ている。また、海岸植樹した際、できる限り
の成功率を高める「適所適木」の考えもあ
るという。もちろん、植えただけでは終わら
ない。今回は「10年プロジェクト」。その後
も枝打ちなどの手入れは続く。
　「マツの苗がもう、めんこくって」とメン
バーの大友英雄（おおともひでお）さん
（63歳）は話す。昔からチンゲン菜や小松
菜、仙台雪菜などの葉物を育てる農家を営

んできたが、マツを育てるのは今回が初め
てだ。
　「松林は、自分たちが子供の頃から当たり
前のようにそこにあり、生活の一部だった」
と桜井重夫さん（62歳）、森幸一さん（69
歳）は話す。小学生の頃は、松林に入って、
松の実を食べ、ストーブの火をつけるため
に松ぼっくりを拾って帰った。３人は、そん
な思い出のある松林の景色を取り戻したいと
いう思いと、次世代の生活のためにも再び
海岸林を残したいという思いから今回のプロ
ジェクトに参加した。成林するまでに20年
以上。「そこまで面倒見てられっかな」と３
人は笑った。「次の世代に引き継いでいかな
いとですね」と佐々木さんは話す。
　苗は昨年の11月からは冬眠期間。虫が
つくこともないので、格別な世話することも
ない。春を迎えた4月から隣の畑に広く植
え直す。海岸沿いに移植するために、もう
１年かけて25〜40センチの高さに育てる
ためだ。冬入りする前は柔らかかった針葉が、
雪の下で固く引き締められている。

仙台

宮城県 女川

気仙沼

名取

石巻

フ
ォ
ト
エ
ッ
セ
イ

公
益
財
団
法
人
オ
イ
ス
カ

「
海
岸
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
取
事
務
所
」

［13］
写
真
・
文
＝
岐
部
淳
一
郎

育
っ
た
景
色
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ
、ク
ロ
マ
ツ
の
苗
が
春
を
待
つ
。
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うまいワカメ揚がってます！

盤
を
整
え
た
の
が
、
１
年
目
。

　

２
年
目
か
ら
は
、
住
民
の
暮

ら
し
の
ケ
ア
や
雇
用
問
題
、
産

業
復
興
、
町
づ
く
り
と
、
よ
り

難
し
く
本
質
的
な
領
域
に
入
っ

て
い
っ
た
。
人
員
も
支
援
も
減

り
、
腹
を
決
め
た
人
・
団
体
が

研
ぎ
澄
ま
さ
れ
る
形
で
、
困
難

な
道
を
歩
み
続
け
て
き
た
、
そ

ん
な
１
年
だ
っ
た
か
と
思
う
。

　

他
県
・
他
地
域
と
の
交
流
も

進
む
中
、
当
然
な
が
ら
比
較
や

評
価
も
生
ま
れ
た
。
素
晴
ら
し

い
活
動
へ
の
賞
賛
に
交
じ
り
、

時
に
は
他
者
の
活
動
の
質
や
効

率
を
問
う
、
厳
し
い
評
価
も
聞

か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
「
も
う
一
度
、
リ
ス
ペ
ク
ト
か

ら
始
め
よ
う
」。
３
年
目
に
入

る
こ
の
節
目
に
、
そ
う
言
わ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。

　

今
日
ま
で
地
域
の
た
め
、
目

の
前
の
一
人
の
た
め
に
、
頑
張
っ

て
き
た
方
々
が
い
る
。
も
と
も

と
持
つ
経
験
も
能
力
も
、
出
せ

た
成
果
も
そ
れ
ぞ
れ
違
う
。

　

し
か
し
「
あ
な
た
」
が
い
な

け
れ
ば
ゼ
ロ
だ
っ
た
何
か
が
、

少
し
で
も
進
ん
だ
。
皆
が
必
死

で
闘
い
続
け
る
中
、「
あ
な
た
」

の
代
わ
り
は
い
な
か
っ
た
。
誰

も
が
自
分
の
持
ち
場
で
努
力
し

た
結
集
が
、
今
の
東
北
の
姿
だ
。

そ
の
汗
は
、
時
に
涙
は
、
誰
が

何
と
言
お
う
と
本
物
だ
と
思
う
。

　

東
北
復
興
新
聞
は
、
そ
ん
な

全
て
の
皆
さ
ま
に
最
敬
礼
し
、

こ
れ
か
ら
も
心
か
ら
応
援
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。（
編
集
長
）

　

震
災
か
ら
２
年
が
経

過
す
る
。
多
く
の
緊
急

物
資
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
入
り
、
が
れ
き
処
理

と
仮
設
住
宅
整
備
で
基

　

新
潟
県
南
部
、
十
日
町
市
と

津
南
町
か
ら
な
る
人
口
７
万
人
の

地
域
、
越
後
妻
有
。
山
間
部
の

傾
斜
地
に
棚
田
を
切
り
開
い
て
農

業
を
行
な
っ
て
き
た
。
過
疎
化
も

深
刻
だ
っ
た
。

　

こ
の
里
に
光
を
当
て
た
の
は

ア
ー
ト
だ
っ
た
。
２
０
０
０
年
か

ら
３
年
に
一
度
開
催
さ
れ
て
い
る

『
大
地
の
芸
術
祭　

越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト

リ
エ
ン
ナ
ー
レ
』。
里

山
全
体
を
会
場
に
見

立
て
た
約
50
日
間
の

祭
典
の
来
場
者
数
は
、

初
回
か
ら
12
年
を
経

た
昨
年
の
第
５
回
で

約
３
倍
の
50
万
人
。
そ
の
経
済
効

果
は
48
億
円
。
国
内
海
外
か
ら

フ
ァ
ン
が
詰
め
か
け
る
国
際
芸
術

祭
に
成
長
し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
県
の
助
成
事

業
の
１
つ
と
し
て
発
足
し
た
１
９

９
４
年
当
時
は
、
ア
ー
ト
に
よ
る

地
域
づ
く
り
の
事
例
も
な
く
、
１

０
０
人
い
た
議
員
は
全
員
反
対
、

２
０
０
あ
る
集
落
で
参
加
の
手
を

挙
げ
た
の
は
た
っ
た
２
つ
だ
っ
た
。

主
催
者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
は

４
年
半
か
け
て
２
千
回
以
上
の
説

明
会
を
開
き
、
家
々
を
回
っ
て
理

解
を
求
め
た
。
回
を
重
ね
る
ご
と

に
状
況
は
変
わ
り
、
お
年
寄
り
た

ち
が
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
作
品
作
り

を
積
極
的
に
手
伝
い
、
観
光
客
と

も
語
り
合
う
よ
う
に
な
っ
た
。
今

で
は
こ
の
地
元
の
人
と
の
触
れ
合

い
が
大
き
な
魅
力
と
な
り
リ
ピ
ー

タ
ー
を
増
や
し
て
い
る
。

都
会
と
地
方
が
、
互
い
の

足
り
な
い
も
の
を
交
換
す
る

　

50
万
人
の
集
客
、
交
流
人
口
の

増
加
、
若
い
Ｎ
Ｐ
Ｏ

職
員
約
30
人
の
移
住
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
10

年
の
成
果
を
持
っ
て
し

て
も
、
越
後
妻
有
の

人
口
減
は
止
ま
っ
て
は

い
な
い
。
東
北
で
も

人
口
の
増
減
が
一
つ
の

評
価
軸
に

な
る
こ
と

も
多
い
が
、

こ
れ
に
対

し
、
芸
術

祭
を
運
営

す
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
の
原
蜜

さ
ん
は
新

し
い
考
え

方
を
投
げ

か
け
る
。

　
「
日
本
中

の
人
が
、

生
ま
れ
に

石巻市北上町十三浜の漁。風味が高く歯ごたえ
抜群の、三陸の上質なワカメは今が最盛期だ。

ア
ー
ト
で
つ
な
ぐ
里
山
と
人
。越え
ち
ご
つ
ま
り

後
妻
有
の
芸
術
祭

関
係
な
く
複
数
の
”ふ
る
さ

と
“
を
持
っ
て
、
毎
年
ど
こ
か
を

旅
し
な
が
ら
訪
れ
る
、
祭
り
に
参

加
す
る
、
年
寄
り
の
手
伝
い
を
す

る
、
関
わ
り
続
け
る
、
そ
ん
な
形

が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。
人
が

訪
れ
る
と
、
場
所
は
力
を
取
り
戻

す
し
、
そ
こ
に
生
き
る
人
も
元
気

に
な
り
ま
す
。
訪
れ
る
人
も
、
都

会
に
は
な
い
も
の
、
自
然
や
美
味

し
い
野
菜
や
人
の
温
か
さ
、
頼
り

に
さ
れ
る
こ
と
、
分
け
合
う
こ
と

を
味
わ
い
ま
す
。
互
い
に
足
り
な

い
も
の
を
交
換
す
る
ん
で
す
」。

　

東
北
で
も
、
交
流
人
口
拡
大
の

た
め
の
施
策
が
模
索
さ
れ
て
い
る

が
、
越
後
妻
有
の
フ
ァ
ン
の
多
さ

は
日
本
屈
指
だ
ろ
う
。
棚
田
バ
ン

ク
や
古
民
家
オ
ー
ナ
ー
制
度
、
雪

の
運
動
会
な
ど
、
外
の
人
が
訪
れ

関
わ
り
続
け
た
く
な
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
多
く
用
意
し
て
い
る
。
ま
た

ア
ー
ト
が
テ
ー
マ
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
廃
校
を
利
用
し
た
宿
や

古
民
家
レ
ス
ト
ラ
ン
、
土
産
物
に

至
る
ま
で
セ
ン
ス
と
ア
イ
デ
ア
に

富
ん
で
い
る
。
東
北
で
地
域
づ
く

り
に
携
わ
る
多
く
の
人
に
、
ぜ
ひ

視
察
旅
行
で
訪
れ
て
ほ
し
い
。

　

復
興
に
携
わ
る
方
な
ら
お
馴
染
み

の
岩
手
県
は
花
巻
市
。
わ
ん
こ
蕎
麦

の
聖
地
、
花
巻
市
。
味
わ
い
深
く
も

ど
こ
か
や
さ

し
さ
の
あ
る

花
巻
納
豆
の 

故
郷
、
花
巻

市
。
被
災
し

た
沿
岸
部
へ

向
か
う
人
達

の
中
継
地
と

し
て
、
多
く

の
人
を
送
り

出
し
て
き
た

こ
の
街
は
、

東
北
き
っ
て

の
温
泉
地
で

も
あ
る
。

　

花
巻
駅

か
ら
車
で
約
30
分
。
西
へ
向
か
っ
た

と
こ
ろ
に
鉛
温
泉
は
あ
る
。
開
湯
は

な
ん
と
６
０
０
年
前
と
も
い
わ
れ
、

古
く
か
ら
湯
治
場
と

し
て
賑
わ
っ
て
き
た
。

こ
こ
の
「
白
猿
の

湯
」
が
圧
巻
だ
。
天

然
の
岩
を
く
り
抜
い

て
掘
ら
れ
た
お
風
呂

の
深
さ
は
約
１
・
２

ｍ
。
立
っ
た
ま
ま
入

浴
す
る
大
変
に
珍
し

い
温
泉
だ
。
し
か
も
、

足
元
か
ら
滾
々
と
温

泉
が
湧
き
出
て
く
る

自
噴
温
泉
。
温
泉
が

湧
き
出
る
、
ま
さ
に

そ
の
真
上
に
、
立
っ

て
入
浴
す
る
わ
け
で

あ
る
。
も
は
や
温
泉

と
い
う
よ
り
、
体
験

型
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ

ン
ト
で
あ
る
。

　

こ
の
鉛
温
泉
藤
三

旅
館
は
、「
白
猿
の

開湯600年の歴史あるエンターテイメント！？

vol.2

湯
」
以
外
に
も
、
流

れ
る
川
の
す
ぐ
傍
に

造
ら
れ
た
「
桂
の

湯
」
な
ど
全
部
で
5

つ
の
湯
が
楽
し
め
る
。

ま
た
、
日
帰
り
は
も

ち
ろ
ん
、
自
炊
し
な

が
ら
長
期
滞
在
す
る

こ
と
も
、
二
間
続
き

の
お
部
屋
で
お
料
理

を
堪
能
し
な
が
ら
の

ん
び
り
過
ご
す
こ
と

も
で
き
る
。
さ
ら
に

80
畳
の
大
広
間
も
備

え
、
宴
会
に
興
じ
る

こ
と
も
可
能
と
、
あ

ら
ゆ
る
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
。

　

花
巻
駅
か
ら
た
っ

た
の
30
分
。
こ
れ
は

行
く
し
か
な
い
。

（問）0198-25-2311

芸 術 祭 を 運 営 す る Ｎ Ｐ Ｏ 法 人
越 後 妻 有 里 山 協 働 機 構 の 原 蜜 さ ん 。

廃 校 に な っ た 小 学 校 を 利 用 し た 「 絵 本 と 木 の 実 の 美 術 館 」。
校 舎 全 体 が 一 つ の 物 語 に な っ て い る 。

日本一深い自噴天然岩風呂　鉛温泉藤三旅館

東北をゆく

秘湯
探訪

撮影： Funny!! 平井慶祐

２０１３年（平成 25 年）2 月 25 日 月曜日（復興 707 日目）　　東　北　復　興　新　聞（http://www.rise-tohoku.jp/）　　第 21 号　 （8）


